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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成26年10月30日(2014.10.30)

【公開番号】特開2012-68013(P2012-68013A)
【公開日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-198920(P2011-198920)
【国際特許分類】
   Ｆ２３Ｒ   3/16     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/28     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２３Ｒ   3/16    　　　　
   Ｆ２３Ｒ   3/28    　　　Ｄ
   Ｆ２３Ｒ   3/32    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月12日(2014.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）端部カバー（２２）と、
（ｂ）上記端部カバー（２２）の下流に配置された燃焼チャンバ（２８）と、
（ｃ）上記端部カバー（２２）内に半径方向に配置された複数のノズル（２４）と、
（ｄ）複数の伸縮式シュラウド（３６）であって、各伸縮式シュラウドが上記ノズル（２
４）を囲んでいて、ターンダウン作動時に上記ノズル（２４）から下流方向に上記燃焼チ
ャンバ（２８）内に延び、ベース負荷作動時に上記端部カバー（２２）内に後退する複数
の伸縮式シュラウド（３６）と
を備える燃焼器（１４）であって、上記シュラウド（３６）が内壁表面（３８）及び外壁
表面（４０）を含む、燃焼器（１４）。
【請求項２】
　各伸縮式シュラウド（３６）が前記ノズル（２４）から下流方向に少なくとも５インチ
ほど前記燃焼チャンバ（２８）内に延在する、請求項１記載の燃焼器（１４）。
【請求項３】
　前記内壁表面（３８）又は外壁表面（４０）の少なくとも１つを貫通する複数のアパー
チャ（４４）をさらに含む、請求項１又は請求項２記載の燃焼器（１４）。
【請求項４】
　各伸縮式シュラウド（３６）が前記内壁表面（３８）及び外壁表面（４０）間に空洞（
４２）を含む、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の燃焼器（１４）。
【請求項５】
　各伸縮式シュラウド（３６）が前記端部カバー（２２）に固定される、請求項１乃至請
求項４のいずれか１項記載の燃焼器（１４）。
【請求項６】
　各伸縮式シュラウド（３６）を伸展及び後退させるための手段をさらに含む、請求項１
乃至請求項５のいずれか１項記載の燃焼器（１４）。
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【請求項７】
（ｉ）圧縮機（１２）と、
（ｉｉ）上記圧縮機の下流に設けられた請求項１乃至請求項６のいずれか１項記載の燃焼
器（１４）と、
（ｉｉｉ）上記燃焼器の下流のタービン（１６）と
を備えるガスタービン（１０）。
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